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今から何千年ち前の縄文時代。人びとは大自然の中で、どんなくらしをしてい

たのかな? 電気ちガスちない、そんな大昔のことを、体験 しながら学ぶ信毎
こどちスクール「絹支の量語り」が7月21目、 主島市実話編支号言。古館二議で槌

かれまレた。黒曜石をナイフに加工して調理をし疋り、 土偶を作つだり、 縄文

の衣服を身に着けて踊っ疋り… さまざま体験をして感じ疋縄文のくらしの魅力

を、こども記者たちがリポートしてくれました。

括討3年
白)論議尚

設滋瑳鵠夜勤唱必組

ぼくは、 「潟支の科撞」槌に参過しました。ます、史をお

こしました。未でできている「央きりうす」と「央きりぎね」いう雇具

で史をおこレました。ぼうが箇るとまさつで史がおきるしくみです。苗

すところがずれて、央がつきませんでした。ずっと目していたら、うで

がいたかったです。

茨に、巣睡右でナイフを梓りましだ。巣鍾告は、すき逼って負えて、

ガラスみだいな岩です。顛揺右は、岩やシカのつので患いきりたたいて

もわれませんでした。けれども、石のむきとたたく甥所を考えてただけ

ば、かるい芳でもうすくわれました。うすくはがれた巣鍾岩は、カッター

ナイフのように由れました。そレて、このナイフで痛をさばきましだが、

このナイフがあれば編支Xも痛を王手lこさばけたと憩います。
さいごに、おこしだ*をまきにうつして、詰をやきました。そして、

あつあつの岩をつかって丙をやき、請もくしにさしてやきました。ほか

にも、あつあつの石とアルミホイルにくるんだサツマイモを土にうめて、

岩やきいもを持ったり、士喜の出にえれた誌に、あつあつの岩をえれて

ホウレンソウをゆでましだ。持つだ給量を食べてみたら、しおやしよう

ゆがなくてもおいしかったです。

説にある蹴の榔をつかつて、治安如、

べんりな逼員を{手っ

ていました。福3i

Xは、ガスや吉正宗
がなくても自然の

亙具でおいしい

科撞を持っていた

んだと思いました。
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鈴ク反軍厳許宅庖

誌の槌は、福支お刊のダンスや昔薬について教えてもら

いました。ます踏めに、格安支詰グループ「訴の掃量」のみな

さんに、土告にシカの麗をはった支誌のえんそうを商かせてもらいまし

た。すごくはく古があって、;自にひびき、これから曽肢が踏まるみたい

なドキドキしだ気待ちになってきました。

このあと、かん顛'放を持りました。鯨のふくろに、舎の真の誌と員長を

量って~~禄をかくんですが、 両面ち筒じ簡をぬらないと揺がかすれちゃっ
てうと益でレた。だけど、王手にできてよかったです。

それから、かん面設を毒てダンスをしました。~設のリズムに合わせ
るのがむずかしかったですが、お誤りの話みたいに薬しい余命ちになっ

てきました。営米露言~~壬〈完員笠~'，受信説話情f詰謀長)によると、
潟支XIことって、お誤りは矢面なちのだったようです。この百十tの村は
首諺に挙がたてられ、会ん革には広宣告がありまレ定。その百宣言で語りが

おこなわれていましだが、語りは授だったそうです。ゃみが15i話そうち

になるからです。語いとき真ん申で火をたくと、みんなの気箔ちが集ま

ります。仮面をかぶったXが、ヨピ誌やすす、話にあわせておどり、これ
により、結でこ絡に生きていくという金冷ちが話まったそうです。白冶

もみんなとおとってみて、 I~iがこつになっだ金がしました。

小諸市6隼

拍京皇議制
ui験争習では、 i者協の証番陸芥さん (Ø~橿.白ï;;止さ通挙協室釜員)といっ
しょに潟支のビーナスをつくりました。 f百五さんはとても峯市して王手につくっていらっ
しゃいました。

潟支のビーナスは、紬かいところが峯くあり、まではできないところは特ぐしで、とも

のをつかいわけでつくりました。結5000草討につくられた潟支のビーナスのように、
組かいところを筆箱に似せてつくるのは難しく、{手り芳を鞍えてくださった百(支告漏支

き1言語版員の誼謡生命争さん〕はとても話量そうにつくっていましたが、そう錨単につく
れるちのではないと語いました。結支のビーナスを克ていると、絢支のXIま芸品が省治で
話語轟かなXぴとであったと滋じます。
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西国組希記者

誌だちの「漏i3iのね撞」槌では、できるだけ色取にあるものを量って、
論撞をしました。拡がこ蕃おどろいたのは、漏[支Xのすぐれた誌編です。ガスち告正式ち
論謹告真もない烏刊に、舟意と主主で、ちのを煮魚きする士喜ゃ、議揺告を自丘したナイ

フを生み由しました。

鞍えてくれた営米英王によると、潟支の畠f呉の日でも、緒'支匝伐に語萌された号失は、
巣揺告の失じりとえのきt分を泡み合わせる、つまり「釘品と留品を泡み合わせる」という
接請の語:二主主だったそうです。説托では、 コンピューターやロケットなど、鍾語なrM晶
と喜s，晶の泡み合わせ」によって歳り立つものが峯くありますが、そうした揖刊の詫たん
接舗の鼠誌が緒{支舶~Iこあったということです。

こども指 クラブのメンバーを誠 してい封.メンバーに怠位、舗前J{引先制 をプレゼント.rこども蛤 クラブ組 J措いて、偉&治縁組命までどしどし蝕 してくださいね.


